
日南町
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
❼

ギ
な
ど
の
雑
木
は
、
町
内
の
天
然
林
か
ら
豊

富
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
安

価
な
洋
鉄
に
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
、「
た
た
ら

製
鉄
」
は
途
絶
え
ま
し
た
が
、
戦
後
、
町
内

の
天
然
林
伐
採
跡
地
に
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

な
ど
が
植
林
さ
れ
、
山
林
の
６
割
を
占
め
る

人
工
林
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ら
の

多
く
が
伐
期
を
迎
え
、
間
伐
材
中
心
に
成
さ

れ
る
10
・
６
万
㎥
の
搬
出
は
多
く
の
雇
用
を

生
み
、
鳥
取
県
の
年
間
素
材
生
産
量
の
約
１

／
３
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
人
口
の
流
出
は
止
ま
ら
ず
、
高
齢
化

率
も
50
％
を
超
え
、
子
々
孫
々
へ
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
山
林
の
荒
廃
も
散
見
す
る
こ
と

と
な
り
、
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
の
再

編
は
、
猶
予
の
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
を
取
り
巻
く
現
状

　
本
町
で
は
、
平
成
21
年
に
町
有
林
・
私
有

林
の
一
部
で
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得
、
平

成
25
年
に
は
町
の
森
林
面
積
の
64
％
ま
で
認

証
を
拡
大
す
る
な
ど
、
環
境
・
生
態
系
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
素
材
生
産
量
を
増
大
さ
せ

る
林
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
28
年
か
ら
、日
南
町
森
林
組
合
、

㈱
オ
ロ
チ
、大
建
工
業
㈱
と
着
手
し
た
「
日

南
町
木
材
総
合
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、木
材
の
持
つ
素
材
と
し
て

の
可
能
性
を
余
す
こ
と
な
く
引
き
出
す
た
め
、

未
利
用
部
材
を
次
の
用
途
に
回
し
て
活
用
す

る
な
ど
、樹
冠
か
ら
根
株
ま
で
の
全
て
を
マ

テ
リ
ア
ル（
原
材
料
）利
用
す
る
と
い
う
理
念

を
掲
げ
、製
材
後
の
端
材
に
よ
る
合
板
、苗
木

ポ
ッ
ト
、こ
れ
以
外
の
用
途
の
開
発
や
伐
採
、

植
林
技
術
の
開
発
、人
材
の
育
成
、付
加
価
値

の
高
い
製
品
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の

林
業
成
長
産
業
化
地
域

創
出
モ
デ
ル
事
業

　
平
成
29
年
に
「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」

に
選
定
さ
れ
た
本
町
で
は
、『
使
い
切
る
』

木
材
活
用
事
業
と
日
南
町
版
林
業
担
い
手
育

成
事
業
を
柱
に
、
①
不
在
村
地
主
等
山
林
集

約
化
事
業
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
循

環
型
林
業
確
立
事
業
、
③
Ｆ
Ｓ
Ｃ
材･

Ｆ
Ｓ

Ｃ
製
品
流
通
拡
大
事
業
、
④
森
林
カ
ス
ケ
ー

ド
新
マ
テ
リ
ア
ル
開
発
事
業
、
⑤
木
造
公
共

施
設
等
整
備
事
業
、
⑥
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
整

備
事
業
、
⑦
２
０
０
年
の
森
等
木
育
整
備
事

業
、
以
上
、
７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
不
在
村
地
主
等
山
林
集
約
化
事
業

　
山
林
を
町
へ
寄
付
い
た
だ
け
る
山
主
を
募

り
、
適
切
な
森
林
管
理
の
実
現
を
図
る
と
と

も
に
、
集
約
化
施
業
を
進
め
、
施
業
コ
ス
ト

の
削
減
を
目
指
す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
中
央
中
国
山
地

　
地
域
モ
デ
ル
循
環
型
林
業
確
立
事
業

　
地
上
レ
ー
ザ
ー
計
測
、
山
林
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ン
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
図
り
、

正
確
な
立
木
の
情
報
（
形
状
・
材
積
・
本
数
）

を
把
握
し
、
精
度
の
高
い
コ
ス
ト
試
算
・
施

業
計
画
を
作
成
す
る
。

③
Ｆ
Ｓ
Ｃ
材･

Ｆ
Ｓ
Ｃ
製
品
流
通
拡
大
事
業

　
Ｌ
Ｖ
Ｌ
材
に
不
燃
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ
せ

連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
山
林

　

鳥
取
県
の
西
南
端
に
位
置
す
る
日
南
町

は
、
古
く
か
ら「
た
た
ら
製
鉄
」に
よ
り
雇
用

と
所
得
を
確
保
し
、
森
の
恵
み
を
享
受
し
な

が
ら
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

「
た
た
ら
製
鉄
」の
原
料
で
あ
る
砂
鉄
は
、
燃

え
上
が
る
「
た
た
ら
炭
」
の
す
き
間
を
落
下

す
る
間
に
還
元
さ
れ
鉄
に
変
わ
り
ま
す
。「
た

た
ら
炭
」
と
し
て
、
そ
の
化
学
変
化
を
司
る

重
要
な
役
割
を
果
た
す
用
材
の
ナ
ラ
、
ク
ヌ

鳥
取
県
日に

ち
な
ん
ち
ょ
う

南
町

木
材
カ
ス
ケ
ー
ド
計
画
を
基
軸
と
す
る

新
た
な
循
環
型
林
業
の
創
造

町産材を活用した役場庁舎
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た
製
品
と
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
Ｌ

Ｖ
Ｌ
材
の
防
腐
防
蟻
処
理
材
を
製
品
化
、
Ｆ

Ｓ
Ｃ
認
証
材
と
い
う
既
存
の
製
品
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
販
路
の
拡
大
を
図
る
。

④
森
林
カ
ス
ケ
ー
ド
新
マ
テ
リ
ア
ル
開
発
事
業

　
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製
造
過
程
で
生
じ
る
端
材
や
Ｃ
、

Ｄ
材
を
利
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
地
域
熱
供
給
事
業
の
可
能

性
を
検
証
す
る
。

⑤
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事
業

　
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
な
ど
、
町
産
材
を

有
効
に
活
用
す
る
新
た
な
建
築
技
術
の
実
証

施
設
を
建
設
す
る
。

⑥
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
整
備
事
業

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
し
、
産
官
学
連

携
の
も
と
、
林
産
業
が
求
め
る
即
戦
力
と
な

り
う
る
人
材
と
中
国
山
地
に
位
置
す
る
地
域

の
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
。

⑦
２
０
０
年
の
森
等
木
育
整
備
事
業

　
樹
齢
２
０
０
年
の
ス
ギ
の
巨
木
林
に
遊
歩

道
を
設
置
し
、
木
の
魅
力
と
自
然
の
力
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
空
間
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
日
南
町
な
ら
で
は
の
「
木
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
す
る
。

町
の
課
題
と

目
指
す
将
来
像

　
最
近
の
国
内
に
お
け
る
合
板
・
集
成
材
・

木
材
チ
ッ
プ
の
生
産
拡
大
等
、
木
材
加
工
業

に
は
明
る
い
兆
し
の
あ
る
一
方
で
、
林
業

の
現
場
で
は
、
人
工
林
の
皆
伐
と
更
新
の
遅

れ
か
ら
、
林
齢
構
成
の
偏
り
が
解
消
さ
れ

ず
、
全
国
的
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
本
町
で
も
人
工
林
の
約
６
割
を
８
～
11

齢
級
が
占
め
る
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
計
画
的
な
皆
伐
再
造
林
を
行
う

こ
と
で
林
齢
構
成
を
平
準
化
し
、
持
続
可
能

な
林
業
経
営
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
春
開
校
す
る
「
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
校
舎
も
完
成
し
、
生

徒
募
集
も
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
初
の
町
営

で
、
全
国
最
大
規
模
の
６
６
８
ha
の
演
習
林

を
有
す
る
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
目
指
す
循
環
型
林
業
の
実

現
に
は
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
は
急
務
で

す
。
そ
ん
な
担
い
手
に
は
、
即
戦
力
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
国
の
森
林
・
林
業
政
策
の
動

向
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
森
林
の
保
全
、
再

生
、
生
物
多
様
性
な
ど
幅
広
い
視
野
を
持
つ

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
た
町
の
林
業
で
、
新
林
業
時
代
を

切
り
開
く
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

来春の開校を待つ林業アカデミー

▲木育のフィールドとなる 200 年の森遊歩道

◀ 10 万㎥を超える木材が集まる木材団地

林業アカデミーオープンキャンパス

ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
の
竹
川
さ
ん
も
伐
木
に

挑
戦
（
Ｈ
30
林
業
ま
つ
り
）
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